
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おかもと 陽子 

通 信 

１２月度定例会報告 

●一般質問、意見書案 

●２０２０年宗像市議会議員一般選挙結果（公明党） 

議会人事 

 3 期目への挑戦、抱負 

おかもと陽子通信 

 

       〒８１１－４１６３ 

       宗像市自由ヶ丘７－６－１ 

        TEL&FAX ０９４０－２５－５３４４   

http://www.okamoto-youko.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

公明党   宗像市議会議員 

 

連

絡

先  

ホームページ QR コード 

 

守
り
た
い
！
地
域

あ

な

た

の
生
命 

生
活
を
！ 

 

 

3期目も市民から信頼される議員目指し、市民の生

の声を市政に届けます。 

過去最高得票  岡本陽子（現）２,４２４票（１位） 

        石松和敏（現）２,２０１票（３位） 

議会人事 

宗像市議会議員一般選挙結果（公明党） 

（２０２０年１０月２５日実施） 

 

 

議長：神谷 健一（無）  副議長：岡本 陽子（公） 

総務常任委員会 委員長：伊達 正信（無） 副委員長：笠井 香奈枝（ネ） 

社会常任委員会 委員長：北﨑 正則（無） 副委員長：木藤 裕司（無） 

建産常任委員会 委員長：末吉 孝（共）  副委員長：石田 和代志（無） 

予算第一常任委員会 委員長：井浦 潤也（無） 副委員長：川内 亮（共） 

予算第二常任委員会 委員長：上野 崇之（立） 副委員長：石松 修（無） 

委員長： 

改選後、現職１６名、新人４名でスタート（ ）は党派 

http://www.okamoto-youko.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一 般 質 問 

 

Q1）がん治療のため抗体を失った子どもたちの予防接種

再接種費用助成ができないか 

A）1 人 5 種類の予防接種費用 5 万円程度の予算化。来年

度からの実施を想定し検討したい。 

Q2）地方創生助成金を活用して小児へのインフルエンザ

予防接種費用助成ができないか 

A)生後 6 ヶ月から 8 歳までを対象にすると７,０００人、

３,０００円補助２回となると４,２００万円の予算確保が

必要。ワクチン確保、助成金確保が困難なことから現在の

中学校 3 年生以外の対象拡大して実施するのは難しい。 

Q3）かかりつけ医を持たない高齢者の接種ができない場

合がある。その状況を改善できないか 

A)まずかかりつけ医をもつことが重要と考える。何かあれ

ば相談できる体制を整えていく。 

 

 

AYA 世代とは、１５歳から３９歳までのがん患者のことである。介護、生活援

助、通院等乗降援助、福祉用具の貸与・購入。自己負担利用上限額６万円の実施

について質問。令和３年度から実施する予定で準備を進めるとの回答を得た。 

小児―AYA 世代在宅療養生活支援事業の取り組みを 

ワクチン接種費用の拡大を 

意 見 書 全員賛成で可決された。 

不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書（案）を提出 

現行の助成制度で初回３０万円、２回目以降１５万円である保険適用の拡大およ

び所得制限の撤廃も含めた助成制度の拡充は早急に解決しなければならない喫緊

の課題。政府において今後も安心して治療に取り組むことができるよう４項目に

ついて意見書（案）を提出した。①体外受精、顕微授精、男性に対する治療の対

象検討を②所得制限の撤廃、回数制限の緩和など助成制度の拡充によって経済的

負担軽減を③相談体制の拡充を④不育症、事実婚への保険適用、助成検討を 

一 般 質 問 

 

歳出：感染症対策 

◆コロナウイルス感染症対策関連の増

額 

①行政サービス・事務の ICT 化推進

（６,８２５万１千円） 

②宿泊施設受入れ環境強化事業補助等

（２,９２４万３千円） 

③公共施設の感染症対策、指定管理料

（１,４２４万９千円） 

④児童生徒修学旅行キャンセル料補助

等１校分（４１４万５千円） 

◆高病原性鳥インフルエンザ対策不測の

事態に備えた予備費の増額   

５,０００万円（財政調整基金積立金の

減額で調整）移動制限区域内（３Kｍ）

養鶏場の検査実施し陰性だったため搬出

制限区域（１０Km）が解除。発生農家

や移動制限のあった生活者支援は国、県

が負担。今後、市事業費で鶏舎消毒、鶏

舎毎にモニター鶏入れ、感染認められな

ければ４月出荷可能となる。 

 
◆低所得のひとり親世帯の生活支援（全額国庫負担） ６,０７８万９千円   

年内を目処に実施：１世帯５万円、第 2 子以降１人につき３万円：９１８世帯 

（１）市６月補正分支給済世帯   （７９２世帯） 

（２）コロナ影響を受け家計急変し直近収入が児童扶養手当水準になるなど 

今後新たに支給対象となる世帯（１２６世帯）  

コロナ禍でもできることに

挑戦、来年も続けます！！

●議会報告会（４回/ 年） 

２０２１年２月３日（水） 

     １９：３０～ 

メイトム宗像２０２会議室 

●赤間駅での駅頭 

毎週月曜日７時～ 

●街頭演説 

１回/月、市内４カ所 

●市民の小さな声を聴く力 

市民相談 

これまで受けた市民相談は 

１,４８１件 

市政に届けてきました。 

 

 一般会計補正予算について 

◆歳入：法人市民税減額：３,０００万円    

コロナの影響で企業売上減少による減額。 

歳出： 

◆人件費増額：６,１０１万３千円 

人事院勧告による期末手当等引き下げ。鳥インフル

エンザ防疫措置、職員時間外勤務手当等 

◆繰り越し明許費：追加 7 件 

市民安全対策事業費（防犯灯支柱点検）５００万円 

市職員が目視等で行っていた点検を、専門業者に委

託し二次調査する。調査期間は４ヵ月程度。 

公文書電子化：１,１１５万８千円 

公文書電子化業務委託料を計上する。 

◆債務負担行為：追加 43 件、変更 1 件 

「田熊４３号線」「自由ヶ丘曲線側溝改良工事」を

公共工事の発注時期の平準化図るためゼロ市債で実

施。 


